
八ヶ岳南西部のシダが魅せる植物希少性と多様性

佐藤利幸 *

　1997 から 2017 年にかけて、茅野市およびその周辺地域のシダ植物の記録を継続してきた。また 2016 から 2018 年度に

は茅野市八ヶ岳総合博物館の市民研究員活動の一環としてシダグループの調査が行われた。合計 314 地点の調査が行われ、

125 種群のシダ植物の記録と標本が集積された。

茅野市を中央に取り囲む５万分の１の地勢図４枚（諏訪・蓼科山・八ヶ岳・高遠）を準備し、それぞれの地勢図を（Ａ）４・

（Ｂ）16・（Ｃ）64・（Ｄ）256・（Ｅ）1024 と分割し、調査地点が広域に広がるように配慮し、主に曲がった道路沿いの林縁

100 ｍ× 100 ｍ範囲を１調査地点とした。標高差も 100 ｍ以内とした。上記分割（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）は水平的にはおお

よそ（10km × 10km・5km × 5km・2.5km × 2.5km・1.25km × 1.25km・0.625 ｍ× 0.625km）の範囲に相当する。地点特定は

NX-M-M-M-M-M として表記する。ＮＸは５万分の１地勢図番号、Ｍは（１：北西・２：北東・３：南西・４：南東）と解像

度ごとの分割番号である。

　以下図１（１～４）には調査地点および希少種（314 地点のうち１地点でのみの確認できた種）の確認地点を示した。

1997 年以降の調査地点である。グリッド内の数字は 100 ｍ× 100 ｍ範囲での確認種数である。

＊信州大学理学部特任・名誉教授　小樽市
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　図 1 － 1・2・3・4 は縦横それぞれ 20 ｋｍ程度である。1 グリッドは一辺 0.625 ｋｍ程度となる。グリッド内の数字は確

認種数である。21 種以上確認された局所多様性は茅野市の北西で２地点、北東で１地点、南西１地点である。希少種（314

地点調査で 1 地点のみ）が確認できた場所は点在しており、1 種（＊）、2 種（＊＊）、3 種（＊＊＊）が確認できた場所が

ある（図 2）。

　以下の図 2には、1地点でのみ確認された種と地点を示した。
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以下、表１－１・２・３は蓄積資料のリストを示した。314 地点で 125 種が確認できた。

表１－１は 1997 － 2003 年の調査により、１－ 91 地点の記録があり、81 種が確認できたことを示す。
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表１－２は　2004 － 2005 年の調査により、92-200 地点、99 種までの加算記録を示した。
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表１－３には　2005 － 2017 年の調査により、201 － 314 地点、125 種までの加算記録を示した。

　以下表２には確認種の出現数および相対的頻度を示した。１０％以上（N/314>0.10）の出現頻度は、23種で確認でき

た。ヘビノネゴザは 80％以上で確認でき、最も高い頻度を示した。１地点でのみ確認できた種は 28種にのぼる。図２か

らわかるように１地点でのみ確認できた種が、２－３種重なる場所があり、希少種のホットスポットと言えるかも知れない。

ここではＮ 29－３－３－２－１－３とＮ 34－４－４－３－１－２に３種の希少種が確認できたことになる。個別の地名

は省略するが、茅野市周辺の北東の南西部、南西の南東部と言えよう。特記事項として、

（１）１地点でのみ確認できた希少種が 125 種のうち 28種である。その確認地点はこの地域に点在する。

　　暖地性・寒地性・大陸性要素の種群である。

（２）21－ 44種の高いシダ局所多様性は７地点（茅野市４地点）で確認できた。

（３）ヘビノネゴザ・スギナ・オシダ・イヌワラビ・ハクモウイノデが 100 地点以上で確認できた。
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以下に市民研究員の個別の報告を列挙したい。

佐藤利幸　

＜信州八ヶ岳南西部で過ごした 2016 － 2018 年度の爆発的

な膨大記憶＞

1996 から 2018 年度、足掛け 22 年信州で過ごした。最後の

１年 2018 年度は、退職パーテイ・オリンピック・スケー

トの小平さん金メダルパレード・茅野市から川崎市へのツ

アー・引越し・大学から山小屋へ、故郷でのクマ捕獲、厚

真大地震、母の死、などなど 10 年以上の事件記憶が錯綜し

た。八ヶ岳ふもとで案内されたニオイシダの自生地、北海

道小樽市周辺での 20 余年ぶりのニオイシダ。以前の場所は

トンネルが埋められたりがけ崩れで消えた・・・新しい海

岸絶壁での２箇所の新発見。息子の結婚などまだまだ行事

がつづく。時や場所に濃淡（ホットスポットやドライスポッ

ト）があるとすれば 2018 年・2004 年が濃厚な 1 年といえ

よう。なぜかしら退職後、シダ調査採集地点数も桁外れ。

550 地点以上も出かけたことになる。ちなみに、2004 年は

565 地点であった。

野崎順子

＜市民研究員シダグループのメンバーとして３年間が過ぎ、

今の思いを五七五調で詠んでみました。＞

「抜く」でなく　標本として　「採る」スギナ

ツクシを見つけると春がきたな！と思います。でも成長し

てスギナになると、庭で見かければやっかいな雑草。それが、

シダ類トクサ科の植物として標本にするとなれば、話は別

です。丁寧に抜いて、いえ“採って”端まできちんと伸ば

して新聞にはさみます。

名前負け？　姿はせんさい　トラノオシダ

虎の尾と聞くと、とても勇壮なシダを連想しますが、実際

の姿はとても繊細です。胞子葉と栄養葉の二形があり、ど

ちらも細かい切れ込みが美しいシダです。ウィキペディア

で調べると、「幅が狭くて細長い葉の形を虎の尾に見立てた

もの。細長いものは、植物の名では虎の尾とする例が多い」

とありました。

イヌあまた　身近に愛でて　シダ類も

イヌシダ、イヌワラビ、ヤマイヌワラビ、イヌガンソク、

イヌドクサなど、「イヌ」がつくシダ類はたくさんあり、道

ばたや森林下など、どこでも見かけることができます。犬

は人間にとって縄文時代から身近な動物であり、そんなと

ころに「イヌ」の由来があるのかなと思ったのですが、一

説には本物の植物に対してのニセモノといった意味もある

ようです。

他にも生物の名前がつくシダ類はいろいろとあり、クマワ

ラビ、ウサギシダ、トラノオシダ、クジャクシダ、シシガ

シラなど。動物ではないですが、ゲジゲジシダなんていう

のもあります。

羽片、鱗片、ソーラスなど　用語使いに進歩あり

「鱗片」と聞いて、最初は何のこと？と思っていましたが、

市民研究員３年になり、「鱗片が黒い」とか「ソーラスの形

は三日月型」とか「最下右辺は下向き」といった会話に参

加ができるようになりました。シダ類研究員の入門は果た

せたかなと思っています。

平成採集古いねと　標本開く　未来の目

この３年間、いろいろな場所でさまざまなシダ類を採集し

標本を作製してきました。また、信州大学の自然誌科学博

物館や長野県環境保全研究所を訪問して、昭和からの古い

標本が系統だってきちんと整理・保管されている様子を見

学する機会もあり、標本作成の意味や現物を保存する大切

さを実感しました。標本とは、その当時、このシダが存在

していた確かな証拠。研究員として私たちが作成した標本

も、将来の子供たちが実際に手にとって、植物研究をする

ための何らかの役に立つことがあれば、それはとても嬉し

いことです。これからもひとつひとつ丁寧に標本を作製し

ていきたいと思います。

若宮稔美

　＜ヘビノネゴザに挑戦＞

この 3 年間で身近なシダが分かるようになった。すると

どこへ行ってもシダが目についてしまう。ヘビノネゴザ、

これはシダグループに入る前から知っていたシダであるが、

これが一筋縄ではいかないことを佐藤先生から教わった。

生育過程、生育環境で七変化する。驚きと困惑の連続であ

る。ヘビノネゴザを征することがシダを征すること、と言っ

ておられた佐藤先生の言葉が印象的。もう少しヘビノネゴ

ザに取り組んでみたい。

小林智子（茅野）　＜シダ賛歌＞　　　　　　

１、噂では　変人集団　シダ学会　キャラが際立つ市研シ

　ダ班

２、観察会　所変われば　シダ変わる　生田緑地でマツバ

　ランとは！

（神奈川県現地シダＧとの交流会。環境省ＲＤⅡ類。

長野県生育なし）

３、安山岩　クモノスシダの　開拓地　夢はでかいぞ　小

　岩席巻

（石灰岩地帯に多い。岩上着床で小形。八ヶ岳で会えた）

４、石灰岩　イチョウシダの　生きる場所　富士見は素敵

　南アと八ツと

（南アと八が岳は成り立ちが異なり、それぞれの特性

の植物がある。私富士見町出身）

５、八ヶ岳　名の付くシダは　唯一つ　他言無用の貴方の

　住所
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（ヤツガタケシノブ、長野県ＲＤⅠＢ類。1907 年八ヶ岳

で発見）

６、シダ図鑑　皆大好き　メルカリで　足遠のく茅野図書　

　館

７、シダ学び　態度変わる　前と後　昔見もせず今見逃さ　

　ず

８、旅をする　各地を巡る　海渡る　優先順位　シダ、めし、

　観光

９、シダモード　代わり番こに　コケモード　1 日いても　

　１ｋ以内

10、踏まれるな　ヒメハナワラビ　石を置く小さな親切　　

　大きなお世話

（環境省ＲＤⅡ類。長野県ＲＤ準絶）

11、分け入って　どこもかしこも　オシダだけ　誰が喰った

　か　食料事情

　　　（大株になり食べではある。昔根茎は駆虫　薬に使用）

12、クジャクシダ　オオクジャクシダ　別の顔　見た目は　

　大事よ　名付けた君へ

　　（クジャクシダはホウライシダ科。オオクジャクシダは

　　オシダ科。形状異なる）

13、シダ在りて　緑賑わう　太古の地　遺伝子継ぎて　我　

　がフィールドに

山崎英一郎  ＜小笠原旅行＞

◎小笠原の固有種

八ヶ岳から遠く離れた小笠原の話になりますが、昨年の６月

小笠原の父島を旅行してきました。一番の目的はウミガメの

産卵の観察だったのですが、天候もよく、日中はシダ類も含

めて小笠原の生き物をたくさん見る機会に恵まれました。

　小笠原で見るものは、見るもの見るものすべて初めて見る

ものばかりで、まさに異境という感深かったのですが、それ

らがすべて小笠原の固有種かといえば、必ずしもそうともい

えず、たとえばグリーンアノール、見た目も美しく愛らしい

小さなトカゲなのですが、これが小笠原の昆虫類を喰いつく

す凶悪な特定外来生物ということで、そういう目で見るとこ

こにもあそこにもという位に繁殖していて、もうおそらく根

絶させるのは相当困難と思われる状態になっていました。

 現在ではちょっとした森林に入っていくにも入口で靴の消

毒や衣服のブラッシングが義務づけられていて、小笠原の自

然を守る努力がされていますが、外来生物との戦いというの

は自分たちの地域だけにとくに起きている問題なのではな

く、遠く小笠原でもより深刻な問題に悩まされているのだな

ということを実感した次第です。

◎自然による遷移と変化

ところで、シダ班のテーマとして、地域と種の関係を調べる

ということは当初からあったものですが、さらにもう一つ、

時間軸による変異を見るということが、特に今年度佐藤先生

から提唱されてきました (時間軸を加えると孫子の代まで永

遠に研究テーマが残りますね )。

人為という要素が加わらない自然でも、ある地域に生息する

種の変遷というのは普通に考える以上に大きく変化している

ようです。当然ものすごく長い時間でみるならば、同じ経緯

度の場所であってもかつてはそこが海だったこともあるで

しょうし、大気の組成にしても今よりずっと酸素濃度が低

かったり高かったりした時代もあるでしょうし、自然が一定

でないことはすでに知られていることですが、そういう話で

はなく、我々の人生程度の時間のスケールの範囲内でも少な
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くともシダ植物に関しては一定の地域においても大きく変化

が見られるようです。

◎自然の保全とは

シダ植物においてそれほど大きく生息場所が変化していくと

いうことは、ある意味自然保護という問題をより複雑化させ

る要素になってくると思われます。つまり、ある時期に写真

で撮ったと同様な形に自然を保全すればよいというものでは

なく、もし人為的に無理矢理そうしようとするのなら、それ

が却って不自然な状態になるという、パラドックスが生じて

しまうからです。

本当の意味での環境の保全、保護を考えるためには、こうい

う自然界のリズム、心臓の鼓動のようなもの (= 動きすぎる

のは死につながるものであるが、動いていなければそれもま

た死を意味する ) が、そもそもどうなのかという実態から把

握していくことが重要なのではないかと考えるようになりま

した。

◎昨年の宿題

昨年の紀要にカニクサの弦はどのように巻いているかを調べ

ることを記していましたが、昨年私の観察した 20 例ほどで

はすべて朝顔と同じ上から見て反時計回り、左巻きであるよ

うでした。ただ、ネット記事などで逆向きもあるという情報

もあるので、引き続きこれは観察していきたいと思います。

小山京子　＜シダグループに参加して＞

〇 3 年間での調査実績

2016 年から 2018 年の 3 年間で調査した茅野市及びその周

辺では 48 ヶ所、種数にして 76 種になった。

（表１．２参照）出現頻度の一番高い種はヘビノネゴザで

28 箇所、次にオシダの 17 箇所、オウレンシダ 15、ミヤマワ

ラビ 13、ヒメシダ 11、ワラビ・ホソバシケシダが 10 箇所だっ

た。次いでハクモウイノデ・ミヤマクマワラビ 9、シラネワ

ラビ・ヤマドリゼンマイ８、クサソテツ・イヌガンソク・コ

ウヤワラビ・トラノオシダ・ホソイノデ・ヤマイヌワラビ７、

オシダ・ミヤマシダ・ゼンマイ６、スギナ・オクマワラビ・

クマワラビ・シノブカグマ５という結果となった。4 以下 50

種、そのうち出現箇所が１箇所だけの種はニオイシダなどの

希少種を含め 23 種となった。

この結果は調査地が茅野市の中でも比較的の高い山地や

渓流沿いが多く、市街地が少ないことも影響していると思わ

れる。

◯茅野市のシダ植生の考察

少ない調査結果をもとに結論を出すのは軽率とも言える

が、3 年間の結果として私なりに茅野市のシダ植生について

感じたことを以下に記す。

世界には約 1 万 2 千種あるといわれているシダ植物だが、

日本では 630 種が知られている。そのうち長野県産のシダ植

物は「長野県植物誌」によると 241 種である。3 年前、シダ

とは何ぞや？から始まり、見分け方もわからず同じ種ばかり

採集してしまっていたことを思うと、そのうち 76 種を茅野

市で確認し標本作製できたのは私にしては上出来だと思う。

目標としていた茅野市全調査には程遠かったが、まだまだ茅

野市にはたくさんのシダがあり、それを育んでいる自然があ

ることをおぼろげながら感じることができた 3年間だった。

◯これからの活動目標

未調査箇所（特に市街地）をさらに埋めていき、調査の

精度を高めていきたい。

かわさき自然調査団との交流時に、ヤブソテツの仲間は胞子

の数を数えることで分類の手がかりとすることができること

を知った。肉眼的特徴だけでは種の特定が難しいものについ

て、顕微鏡下での胞子の観察による特徴を調べてみたいと思

う。シダに関していろいろな団体との交流も楽しみにしてい

る。

林　秀樹　＜シダの名前を知りたくて＞

　シダの名前が知りたかっただけなので「市民研究員」とい

う名称にはたじろいだけれど、長い間の願いだったので、シ

ダグループの末席を汚すことになりました。「飄々とマイペー

スで振舞うシダの深緑無私の魔力、花こそなけれ異形の葉状

体や緻密で多様な切れ込み葉を次々と展開する健気さ、3 ～

４億年の伝統美のプライド、パーツ（部分）ではなくトータ

ル（全体）の魅力を醸し出す」シダの魅力もさることながら、

細かいことにこだわらず、オーラとも呼べるおおらかで暖か

く誰をも包み込んでしまう包容力に満ちた佐藤利幸先生のご

指導に至福の時を過ごすことができた三年間でした。おかげ

さまで身近なところで目にするシダの名前が分かるようにな

り、散歩も近くの野山を散策するのもさらには異郷の地を旅

するのも格段に楽しくなりました。勤めの途中で毎日目にし

ていたシダがヘビノネゴザ、イヌワラビ、トラノオシダ、ホ

ソバシケシダでした。さらに自宅裏の山の辺の道ではワラビ、

シケシダ、クラマゴケ、イヌシダ、オクマワラビ、クマワラビ、

ヤブソテツ、ヤマヤブソテツ、ホソバナライシダ、ヒメシダ、

クジャクシダ、オウレンシダ、コウヤワラビ、ハクモウイノデ、

イヌガンソク、サトメシダなど、道から少し奥に入るとオシ

ダ、シシガシラ、ジュウモンジシダ、イワシロイノデ、ミヤ

マクマワラビ、キヨタキシダ、ヒカゲノカズラ、マンネンス

ギなどがみられました。家から歩いて２０分程のところにあ

る「やまびこ公園」ではゼンマイ、オニゼンマイ、ヤマドリ

ゼンマイ、シノブカグマ、クサソテツ、フユノハナワラビ、

ナツノハナワラビなどがありました。かくして名前を知るこ

とで木と草のはざまのシダ植物の世界という‘新世界’が自

分の前に現れてきました。何十年も同じ道を歩きながら見過

ごしていたものが目に入るようになるのは何ものにも変えが

たい喜びです。さらにはその目に入ったシダの種数と出現頻

度を記録し累積することは二十一世紀の最重要情報であり決
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して地域的な観察ではなく地球的規模の情報として蓄積して

いかなければいけない、なぜなら人間活動が地史的遺産であ

る生物多様性を急速に破壊しているからと佐藤先生は仰って

います。また驚いたことに佐藤先生が四十数年かけて研究し

ているシダ植物分布頻度調査１万ヶ所で１ヘクタール内にゼ

ンマイ三種（ゼンマイ、オニゼンマイ、ヤマドリゼンマイ）

が共存している場所は現在までのところ「やまびこ公園」に

しか見つかっていないとのこと。家の近くに知る人ぞ知る宝

のような場所が有ったとは全く思いがけぬことです。シダの

名前を知ることが地球の行く末を見すえるというスケールの

おおきな話になろうとは思ってもみないことでした。

以下「やまびこ公園」で見た三種類のゼンマイです。

ゼンマイ

オニゼンマイ

ヤマドリゼンマイ

鵜飼恭子

〈オニゼンマイとヤマドリゼンマイが共存する特異性〉

★一昨年からシダグループに所属し、茅野市内にあるシダを

意識するようになりました。シダを探して歩くのは大変楽し

く、回数を重ねるたびに身近に感じるようになる。

★今年も昨年同様私の歩いた場所は、標高 1500 ｍ以上の蓼

科山の麓 (城の平 )周辺から八ケ岳西麓、横谷峡、霧ケ峰山

地の吉田山、南アルプス北端に連なる山地の守屋山麓 (諏訪

大社上社前宮から高部 )、杖突峠近くの中央構造線が通って

いると思われる場所。宮川の自宅周辺の里地等。

★今年は標本整理がなかなか進まず、レポートの表題に困っ

たが、私の自然観察仲間である武井末子氏 (岡谷市 )が、「諏

訪地域には、シダ植物のゼンマイ＝あまり多くないが(食用)

とヤマドリゼンマイ (茅野地域ではゼッタと呼ばれ食用 )と

オニゼンマイ ( あまり食用にはむかない ) が、1ha あたりに

3種が分布している例があり、それはマレ」と話していた。

★佐藤先生の論文の中にもその記述があり以下論文の通り記

す。

◆佐藤教授によると、オニゼンマイは世界に３地域あり、ア

メリカ東部・ヒマラヤ 3000 ｍ・日本内陸中央部 ( 信州の中

部山岳地 )だという。これまでの約 10000 の調査蓄積地点の

中では、ただひとつの場所＝オンリーワンが「やまびこ公園」

であると述べて、それを『局所生物多様性』と言っている。

結論から言えば、『岡谷市・塩尻市境界の「やまびこ公園」

は希少性を特徴づけるゼンマイ類３種の共存地点である。』

◆信州大学学術院理学系松浦亮介氏原図・佐藤利幸氏下図 (

右頁 )によると、左からゼンマイ・オニゼンマイ・ヤマドリ

ゼンマイの分布を示す。

★武井氏によるとこのオンリーワンの場所は地質学的にも、

複雑な地質構造で時代の違う地質が入り混じっているので、

関連性を研究する必要があると述べている。霧ケ峰高原も湿

地に生えるオニゼンマイと湿地には生えないヤマドリゼンマ

イが、近くにすみわけして生えている。

 茅野市ではどうだろうか？ 3 種が共存する場所はなかった

が、オニゼンマイとヤマドリゼンマイが共存する場所がある

のではないかと★佐藤利幸先生による 1997 から 2012 年にか

けて、茅野市およびその周辺地域のシダ植物の記録のデータ

★をお借りして、オニゼンマイ・ヤマドリゼンマイ・ゼンマ

イの出現する場所 75 地点を地図上にプロットし、まとめた。

地図に入らない地点はプロットしていない。

オニゼンマイの集中域が諏訪地域に限られるとしたら、

茅野市ではどのくらいだろうか？

・次頁の地図は、その分布図である。欄外に示したものもあ

るが、ほとんど地理的位置は変わらない。茅野市外の調査地

で記入できない場所もあった。

調査域は広範囲ではないが、標高 1000 ｍ～ 1700 ｍの山岳域

－ 36－



を中心に調査してあった。

　ヤマドリゼンマイは▲、オニゼンマイは■、ゼンマイは×

で示した。ヤマドリゼンマイとオニゼンマイが同一場所にあ

る場所は横に並べて示した。■が八ケ岳の山裾でかなり確認

できた。▲■が同一場所で確認できた場所もあった。ゼンマ

イの確認数は少なかった。

※考察

　寒地性 (山岳 )に多く見られることがわかる。オニゼンマ

イの分布図より　前述したが、霧ケ峰高原にもオニゼンマイ

とヤマドリゼンマイが近くで分布している。オニゼンマイと

ヤマドリゼンマイとの分布域にも特異性があり、特に八ケ岳

の裾野に多く分布している事が顕著である。

信州大学学術院理学系松浦亮介氏原図・佐藤利幸氏下図
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